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目 的 

集中自動検針システム「MU-KⅡ」は、各種計量器の検針を自動で行うことを目的としています。

検針点数は最大 2,048 点で、テナントビル、駅ビル、寮、卸売市場などの中～大規模検針に適し

ています。また、群管理機能を有していますので、複数の建物・施設などに点在する、検針装置

を、センターなどの中央設備にある１台のホストで検針を行うシステムにも適しています。 

概 要 

1． システムは、検針装置と端末系から構成される「基本検針システム」と、基本検針システ

ムにホストを加えた「総合検針システム」があります。 

2． 検針、料金計算、按分計算、各種定額料金付加、請求書発行など、長年にわたる集中自動検

針システムの実績とノウハウをいかした、総合課金機能を有しています。 

3． 検針装置１台につき、最大 2,048 点の検針が可能です。 

4． 群管理機能により、最大 31 台の検針装置を１台のホストで一括処理できます。 
 群管理機能は、総合検針システムでご利用になれます。 

5． 計量器は、電力量計、水道メータ、ガスメータ、カロリーメータなどが利用できます。 
 これら計量器はパルス発信装置付であることが必要です。 

6． 検針装置～ホスト間の通信には、RS-232C、電話、イーサネットが利用できます。 

 電話／イーサネットの使用には、モデム／変換器が別途必要です。 

7． 群管理機能を利用すると、電話回線など使用した各種検針サービスにも有効にご利用いた

だけます。 

装置目的・概要 
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システム概要 

図：システム概要 

システム構成 

＝ ＋ ＋ 総合検針システム ホ ス ト 検針装置 端 末 系

＝ ＋ 基本検針システム 検針装置 端 末 系

伝送用電源線および伝送用通信線の総こう長は、それぞれ

500ｍです。また、リピータ＋伝送電源を１セット増設する

ごとに、総こう長を 500ｍ延長できますので、最大 2500ｍの

総こう長を実現できます。 端 末 系

検針装置

パソコン プリンタ 

ホ ス ト

伝送用電源線 

パルス発信装置付各種メータ 

サテライトユニット 
NU-PI16 はメータを 16 台まで 
NU-PI4 はメータを４台まで 
接続できます。サテライトユニ

ットには、各種メータを混在し

て接続できます。 

パルス検出線 

伝送電源 
通信用の電源装置です。NU-PI16 を

８台まで接続できます。（要 100V） 

伝送リピータ（オプション） 
伝送電源を増設するときに使用しま

す。１回線に４台まで設置できます。

リピータ１台で伝送電源を１台増設で

きます。 

専用プリンタ

最大４回線

検針ソフト内蔵 

検針装置 
端末系を最大４回線まで

引き込めます。（要 100V）

伝送用通信線 

パルス検出線 RS-232C / Tel / LAN 

プリンタケーブル / LAN 

コンパクトＥＭ 水 道

ガス 
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構 成 

◇ ホスト（総合検針システム）  
本体ほか 

「パーソナルコンピュータ（検針ソフトインストール済み）」 １式 
 パソコン本体・ディスプレイ・キーボード・マウス 
「プリンタ」 １台 
「パソコンラック」 １台 

パソコンは弊社にて検針ソフトをインストールした状態でお引き渡しいたします。ＯＳは

Windows○R 98(Second Edition)、Windows○R 2000 、Windows○R ME の何れかの対応製品と

なります。パソコン、プリンタおよびパソコンラックのメーカー、製品名および型番はご納

入時期により異なります。 

付属品 
１．取扱説明書 １部 
２．検針ソフト CD-ROM（バックアップ用） １枚 
３．その他 １式 

「その他」には、パーソナルコンピュータおよびプリンタのメーカー出荷時の付属品一式が

含まれます。 

その他 
１．プリンタなしも承ります。ただし、お手持ちのプリンタなどを接続される場合、接続

や印字状態などのプリンタに起因するトラブルについては、お客様の責任となります。 
２．パソコンラックなしも承ります。 

◇ 検針装置  
本体ほか 

「検針装置」 標準：１台／群管理：最大３１台 
「専用サーマルプリンタ」 検針装置１台につき１台 

付属品 
１．取扱説明書 １部 

その他 
１．プリンタ 

プリンタなしも承ります。 

◇ 端末系  
検針サテライトユニットほか 

「検針サテライトユニット NU-PI 16」（16 点用） 
「検針サテライトユニット NU-PI 4」（4 点用） 
「伝送電源」 

仕  様 
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「伝送リピータ NU-RPT」 
「発信装置付き各種メータ」 

システム構成にあわせて、上記端末系機器を組み合わせて使用します。 

その他 
弊社製 MU-5Ⅱx および MU-5Ⅲをご利用の場合は、現在ご利用中の端末系をそのままご使

用になることも可能です。 

保 証 

保証期間は、本システムを納入後１年といたします。 
保証期間中に当社が納入した本システムに欠陥があるときは、無償で修理・交換いたします。 
ただし、下記の項目に該当するときは、修理を有償とさせていただきます。 
・ 本器を本書に記載されていない不適当な取り扱い・ご使用になった場合 
・ 故障の原因が当社以外の理由による場合 
・ 当社以外の改造・修理による場合 
・ 天災、当社以外の人災などによる場合 
保証は、本システムの保証を意味するもので、本体の故障で誘発される損害についてはご容赦く

ださい。 

◇ パソコン・プリンタに関する保証  
ホストとして納入したパソコンおよびプリンタの欠陥で、その欠陥が弊社製検針ソフトウェ

アに起因しない場合、各メーカーの保証となります。また、その保証期間は、各製品の保証

内容に従います。添付のマニュアル類で保証内容をご確認ください。 
パソコンおよびプリンタは、納入後に必ずお客様の名義でユーザー登録を行ってください

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
。

ユーザー登録の方法は各製品添付のマニュアル類でご確認ください。 

サービス範囲 

次のような場合、別途費用を申し受けます。 
・ 取付調整説明または試運転立会い 
・ 保守点検、調整および修理 
・ 技術説明（技術資料および技術教育） 
・ 本装置に付属の取扱説明書などの再発行および付属部数以上に必要な場合 

その他 

本システムのお見積や注文は、見積書・契約書・カタログ・仕様書などに特記事項がない場合は、

前述条件を取り決めていますので、ご承認の上ご発注ください。本仕様書の内容や定めのない事

項について疑義が生じたときは、協議し解決するものとします。 
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検針装置 

◇ 検針装置  

ソフトウェア 
処 理 項 目  処 理 内 容  

自 動 あらかじめ設定された日時に検針を実行します。 
検 針 

手 動 任意の日時に全計量器（全計量種別）を一括して検針します。 
プリンタユニット装着時には、以下の内容を実行可能です。 
処 理 項 目  処 理 内 容  

検針実行レポート 
自動検針、ホストからの各種検針および検針装置からの手動検針時に、「○

○検針実行しました」という文字と、検針実行日時を印字します。 
（○○には検針種別が入ります） 

検針データ印字 直近の検針データをプリンタユニットで印字します。 
検針チェック印字 現在の計量値データをプリンタユニットで印字します。 
異 常 状 態 印 字 計量器などに異常が発生した場合にプリンタユニットで印字します。 
停 復 電 印 字 停電後の復電時に停電日時と復電日時をプリンタユニットで印字します。 
電 源 投 入 検針装置の電源が投入されたことをプリンタユニットで印字します。 

ハードウェア 
項 目  仕   様  
名 称 検針装置 MU-KⅡ 
型 名 RMU-083 
対 応 ホ ス ト 検針ソフトインストール済みパソコン（PC） 

対 応 端 末 
検針サテライトユニット NU-PI16、検針サテライトユニット NU-PI4、
伝送電源、伝送リピータ NU-RPT、発信装置付各種計量器 

入 出 力 仕 様  
対 ホ ス ト RS-232C 
対 端 末 CPEV-S φ1.2 1P × 最大４回線  
表 示 ・ 設 定  
電 源 表 示 L E D 通電時点灯    色：緑色 
警 報 表 示 L E D 警報発報時点灯  色：赤色 
通 信 状 態 L E D 通信時点灯    色：赤色 

モード選択 「検針チェック印字」－「検針データ印字」－「マニュアル検針」 操 作 
ボタン 実 行 モード選択ボタンで選択した内容を実行します。 
電 源 ス イ ッ チ 「ＯＮ」－「ＯＦＦ」 

装置仕様 
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時 計  
方 式 水晶発振式万年カレンダ時計 
精 度 ±３０秒／月 
外 形 仕 様  
外形寸法（㎜） １６０(W)×３２０(H)×７０(D) 
質 量 約２．６㎏ 
塗 装 色 マンセル５Ｙ８．５／０．５ 
材 質 ＳＰＨＣ 
電 源 仕 様  
定 格 電 圧 ＡＣ100Ｖ±10％ 
定 格 周 波 数 50Hz±0.2％、60Hz±0.2％ 
消 費 電 力 １０ＶＡ 

検 針 動 作 なし 停 電

補 償 デ ー タ メ モ リ な ど 停電累積時間 2000 時間（データメモリー補償、時計歩進） 
環 境 仕 様  
設 置 条 件 屋内 
使用周囲温・湿度 ０～４０℃ 
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◇ プリンタユニット  

ハードウェア 
項 目  仕   様  
名 称 プリンタユニット 
型 名 RMU-086 
対 応 装 置 検針装置 MU-KⅡ  
入 力 仕 様  
対 検 針 装 置 直結（電源含む） 
印 字 仕 様  
種 類 32 桁漢字ラインサーマルプリンタ 
印 字 速 度 27ｍｍ／sec  
用 紙 幅 58mm  長さ 25m／巻 
外 形 仕 様  
外形寸法（㎜） １６０(W)×２１０(H)×７０(D) 
質 量 約２．０㎏ 
塗 装 色 マンセル５Ｙ８．５／０．５ 
材 質 ＳＰＨＣ 
電 源 仕 様  
電 源 供 給 検針装置から供給 
消 費 電 力 ４０ＶＡ 
環 境 仕 様  
設 置 条 件 屋内 
使用周囲温・湿度 ０～４０℃ 

 



 

－ 8 － 

端末系 

◇ サテライトユニット  

項 目  内 容  
名 称 サテライトユニット 16 点用 サテライトユニット 4 点用 
形 式 NU-PI16 NU-PI4 

検針対象メータ 発信装置付計量器 
最大検針メータ数 16 点 4 点 
信号方式 無電圧 a 接点またはオープンコレクタ 
パルス幅 長パルス１秒以上、短パルス 30 ミリ秒以上 
パルス周期 長パルス 2 秒以上、短パルス 60 ミリ秒以上 
検針入力線 メータ～サテライト間：CVV-S -1.25SQ -2C 

または CPEV-Sφ0.9-1P 

入力 

パルス重み 10ｎ （単位／パルス、ｎ=0，1，2，3） 
停電補償 電源ボックスにより登算補償 10 時間、 

その後Ｅ２ＰＲＯＭによりメモリー保護 
温度 ０～５０℃ 使 用

環境 湿度 ３０～８５％（非結露） 
定格電源（専用） ＤＣ24Ｖ±10％ （伝送電源より供給） 

ただし、NU-PI16 のみ AC100V±10%仕様品あり 
消費電力 １．７ＶＡ 0．3ＶＡ 
接 地 Ｄ種接地 
外形寸法 250(W)×350(H)×75(D) 70(W)×89(H)×58(D) 
塗 装 色 マンセル５Ｙ８．５／０．５ －（白色） 
形 状 壁掛形 壁掛・DIN 取付兼用形 
質 量 ４㎏ ０．３㎏ 

電源線・通信線については次頁を参照してください。 
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◇ 伝送電源  

項 目  内 容  
名称・形式 電源ボックス 
最大サテライト接続数 8 台（全て 16 点端末器の場合）、32 台（全て 4 点端末器の場合） 
サテライト供給電源 DC24V 1.3A 
停電補償 登算補償 10 時間、その後、不揮発性メモリによりメモリ保護 
定格電源 AC100V±10% （伝送電源本体動作用） 
消費電力 50ＶＡ（鉛蓄電池完全放電時） 
接 地 Ｄ種接地 
外形寸法 253(W)×350(H)×90(D) 
形 状 壁掛形 
塗 装 色 マンセル５Ｙ８．５／０．５ 
質 量 ８㎏ 

◇ リピータ P 

項 目  内 容  
名称・形式 リピータ・NU-RPT 
最大接続台数 ４台／１回線 
伝送電源接続数 １台 

温度 ０～５０℃ 使用環境 
湿度 ３０～８５％（非結露） 

定格電源（専用） DC24V±10％ （伝送電源より供給） 
消費電力 ０．３ＶＡ 
接 地 Ｄ種接地 
外形寸法 70(W)×89(H)×58(D) 
形 状 壁掛・ＤＩＮレール取付兼用形 
質 量 ０．３㎏ 

◇ 電源線・通信線  
項 目  内 容  
電 源 線 伝送電源～サテライトユニット～伝送リピータ 

CVV-S –1.25sq –2C 
伝送電源１台あたりの電線総こう長：500ｍ 

通 信 線 検針装置～伝送電源～サテライトユニット～伝送リピータ 
CPEV-S φ1.2 –1P 
伝送電源１台あたりの電線総こう長：500ｍ 
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 ホスト 

パソコン、プリンタ、ラックの外形は納入時期によって異なりますので、メーカー作成の外形寸

法図をお渡しします。なお、外形寸法図がメーカー作成の仕様書あるいはカタログに記載されて

いる場合は、これらをもって代用することがあります。 

検針装置・プリンタ 

通線孔 5－φ18.5

取付穴 6－φ6.5（背面）
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外形寸法図 
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端末系 

◇ 伝送電源  
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◇ リピータ  
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◇ サテライトユニット１６点用（NU-PI16）  
取付穴 4-φ１２
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◇ サテライトユニット４点用（NU-PI4）  
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ホスト 

パソコン、プリンタは納入時期によって異なりますので、各製品添付の説明書をご覧下さい。 

検針装置・プリンタ 

電

源

異

常
検
針
装
置

プ
リ
ン
タ
ユ
ニ
ッ
ト

通線孔

カバー止めネジ

きょう体カバー

操作部開閉カバー

表示LED

プリント排出口

FEEDボタン

銅バー

端子台

操作ボタン

電源端子

電源スイッチ

モード表示LED

通信表示LED
電子回路基板

RS-232C(D-sub 9p ｵｽ)

RS-232C(D-sub 9p ｵｽ)

背面通線孔
通線孔カバー

検針装置下面

プリンタユニットを

つけない場合に使用

ﾌﾟﾘﾝﾀﾕﾆｯﾄ下面

 
 

各部の名称 
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概  要 

検針ソフトでは、以下のことが行えます。 
 自 動 検 針：初期設定を行えば、あとは自動で実行されます。計量種別ごとに検針日や検針

月を設定できます。テナントを限定して行うことはできません。 
 任 意 検 針：手動で検針が行えます。検針は全ポイントのほか、種別やテナントやメータな

どを限定して行えます。 
 モ ニ タ：メータ値や検針値をモニタすることができます。また、アラームの履歴やシステ

ムの状況などをモニタすることができます。 
 設 定：現在時刻、メータ、サテライト、テナント名、自動検針日などのシステム設定

ができます。また、種別名称、単価、固定費、按分率、計算方法などの課金設

定ができます。 
 データ出力：検針データを、パソコンのハードディスク、フロッピ、ＭＯなどに保存できま

す。（ご利用いただけるメディアは、ご使用になるパソコンの環境によります。） 
 帳 票 作 成：検針結果をもとに、請求書、領収書などの帳票類を作成し、印刷することがで

きます。また、単価設定、テナント名称などの各種設定データを帳票として印

刷することができます。 
 群 管 理：最大３１台の検針装置を１台のパソコンで処理することができます。 
 そ の 他：通常のご使用において変更することのない設定を、通常とは別の画面で表示・

設定することができます。お客様が使用することはありません。 

用 語 

本システムでは、検針データに関して以下の用語を使用します。 

「メ ー タ 値」：今現在の計量値 
「当 月 値」：一番最近に検針を行った時の計量値（検針値） 
「前 月 値」：そのもう一回前に検針を行った時の計量値（検針値） 
「現在使用量」＝「メ ー タ 値」－「当 月 値」 
「前回使用量」＝「当 月 値」－「前 月 値」 

例：毎月１０日に検針を行う設定で今日が３月２０日の場合 
「メ ー タ 値」は今日（３月２０日）の計量器の値 
「今 月 値」は３月１０日に検針した時の計量器の値 
「前 月 値」は２月１０日に検針した時の計量器の値 
「現在使用量」は３月１０日の検針時から現在までの使用量 
「前回使用量」は２月１０日の検針時から３月１０日の検針時までの使用量 

ご注意：「当月値」および「前月値」は、必ずしも今月の検針値および先月の検針値を意味する

検針ソフト（ホスト） 
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ものではありません。例えば、３月１０日に検針を行って、今日が４月３日の場合、当

月値は先月１０日に行った検針値となります。また、任意検針を行った場合は、当月値

と前月値が同じ月あるいは同じ日となることがあります。「当月」は「直近に行った」と

いう意味、「前月」は「直近の１回前に行った」という意味であることをご理解ください。 

自動検針 

自動検針は、設定された内容に従って、自動で実行されます。検針動作そのものは検針装置で行

いますので、検針ソフトは関与しません。検針ソフトを立ち上げると、自動的に検針装置から最

新のデータを吸い上げて表示します。指定した時刻に自動でパソコンに検針結果を吸い上げるに

は、Windows○R 標準のタスクマネージャーなどをご利用ください。検針日の設定は設定画面の自

動検針日時設定で行います。 
検針日時は種別（電灯やガスなど）ごとに設定できます。さらに、検針をする月としない月を任

意に設定できます。ただし、月ごとに検針日時を変えることはできません。 

任意検針 

任意検針は、自動検針で設定したスケジュールに関係なく、随時、検針が行える機能です。計量

器の交換やテナントの退出時の精算といった場合などにご利用いただけます。 
検針動作は以下の中から一つを選択できます。 
 全ポイント検針：全ての計量器を一斉に検針します。 
 種別検針：計量器の種別を指定して検針します。複数の種別を一度に選択できます。また、

検針は全てのテナントに対して行われます。特定のテナントに対して検針を行う

場合は、次の個別検針を利用します。 
 個別検針：特定のテナントを１件指定して検針します。指定したテナントに対して、さらに

以下の細かい設定が可能です。 
 ポイント選択：１台の計量器を限定して検針します。 
 種 別 選 択：計量器の種別を限定して検針します。複数の種別を指定できます。 
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モニタ（計量値） 

モニタ機能には、計量値のモニタとシステム状態のモニタがあります。この項では、計量値のモ

ニタについて説明します。計量値のモニタには「使用量モニタ」、「メータ値モニタ」および「検

針値データ」の３項目があります。システム状態のモニタについては、次項をお読みください。 

◇ 使用量モニタ  
使用量モニタ画面では、現在使用量を前回使用量と比較して確認することができます。使用

量モニタ画面で表示する情報は以下の通りです 
・ メ カ №：計量器１台ごとについた固有の番号です。 
・ テナントコード：テナントをコードで表示します。 
・ 種   別：メータの種別（電灯など）を表示します。 
・ メ ー タ 値：現在の指針値を表示します。 
・ 現在使用量：直近の検針日から現在までに使用した量を表示します。 
・ 前回使用量：直近の検針日の使用量（当月値－前月値）を表示します。 
・ 使 用 率：現在使用量が前回使用量の何％かを表示します。 
・ 備   考：使用率が設定した範囲外になったときに注意を表示します。 

備考に表示される注意表示は、設定画面で上限および下限を任意に設定できます。例え

ば、上限を２００％、下限を５０％に設定すれば、現在の使用量が前回値と比較して２

倍以上であれば上限超過、半分以下であれば下限未達の注意を表示します。 

データの表示方法は以下通りです。 
・ 全登録ポイント：全ての計量器を表示します。 
・ テナント選択：画面で指定した 1 つのテナントの計量器（全種別）を表示します。 
・ 種 別 選 択：画面で指定した１つの種別の計量器（全テナント）を表示します。 

◇ メータ値モニタ  
メータ値モニタ画面では、現在の指針値、当月値および前月値を表示しますので、メータ値

の変化を確認することができます。メータ値モニタ画面で表示する情報は以下の通りです。 
・ メ カ №：計量器１台ごとにつけた固有の番号です。 
・ テナントコード：テナントをコードで表示します。 
・ 種   別：メータの種別（電灯など）を表示します。 
・ メ ー タ 値：現在の指針値を表示します。 
・ 当 月 値：直近の検針時の計量値を表示します。 
・ 前 月 値：直近の１回前に検針した時の計量値を表示します。 
・ 乗   率：メータの乗率を表示します。 
・ 現在使用量：直近の検針日から現在までに使用した量を表示します。 

備考に表示される注意表示は、設定画面で上限および下限を任意に設定できます。例え

ば、上限を２００％、下限を５０％に設定すれば、現在の使用量が前回値と比較して２

倍以上であれば上限超過、半分以下であれば下限未達の注意を表示します。 
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データの表示方法は以下通りです。 
・ 全登録ポイント：全ての計量器を表示します。 
・ テナント選択：画面で指定した 1 つのテナントの計量器（全種別）を表示します。 
・ 種 別 選 択：画面で指定した１つの種別の計量器（全テナント）を表示します。 

◇ 検針値データ  
検針データ画面では、直近の検針で得られた使用量、従量料金および基本料金を確認できま

す。検針値データ画面で表示する情報は以下の通りです。 
・ メ カ №：計量器１台ごとにつけた固有の番号です。 
・ 種   別：メータの種別（電灯など）を表示します。 
・ 当 月 値：直近の検針時の計量値を表示します。 
・ 前 月 値：直近の１回前の検針時の計量値を表示します。 
・ 乗   率：メータの乗率を表示します。 
・ 使 用 量：前回の検針時から直近検針時までに使用した量を表示します。 
・ 従 量 料 金：使用量から計算された従量料金を表示します。 
・ 基 本 料 金：メータの種別にかかる基本料金を表示します。 

表示はテナント別です。全てのテナントを一斉に表示することはできません。 
メータ種別ごとの従量料金と基本料金は、設定画面で設定することができます。 

モニタ（システム） 

モニタ機能には、計量値のモニタとシステム状態のモニタがあります。この項では、システム状

態のモニタについて説明します。システム状態のモニタには以下の項目があります。計量値のモ

ニタについては、前項をお読みください。 
 サテライト 
各サテライトの状態が表示されます。表示される状態は 
「正常」 「異常」 「未接続」 「仮想」 
の４種類です。「仮想」は、後からの設置などのために、架空のサテライトとして登録してあ

る状態です。 
 検針装置 
検針装置のメモリバックアップ用電池の状態を表示します。表示される状態は「正常」また

は「異常」です。 
 アラーム履歴 
いつ、どのポイントでアラームが発生したかという履歴を表示します。表示は時刻順とポイ

ント順に表示でき、残す必要のない履歴は削除することが可能です。 
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設定（システム） 

設定機能には、システムの設定と課金情報の設定があります。この項では、システムの設定につ

いて説明します。システムの設定には「カレンダー設定」、「回線・サテライト設定」、「メータ登

録」、「テナント名称登録」、「自動検針日時設定」および「使用量率監視値設定」の６項目があり

ます。課金情報の設定については、次項をお読みください。 

◇ カレンダー設定  
検針装置の年・月・日・時・分を設定します。ホストパソコンが使っている時刻を設定値と

することも可能です。参考として、現在検針装置に設定されている年・月・日・時・分を表

示しますので、時刻ずれを確認して修正することができます。 

◇ 回線・サテライト登録  
サテライトの接続状態を登録または修正します。メータを接続していないサテライトも登録

できます。また、回線数の設定（１～４）ができます。 

◇ メータ登録  
検針対象にする計量器を１台ずつ登録または修正します。登録・修正できる項目を、以下に

示します。 
・ ﾃﾅﾝﾄｺｰﾄﾞ：計量器の所属するテナントを表すコードです。 
・ 種  別：計量器の種別（電灯・ガスなど）です。 
・ 桁  数：計量器の有効桁数です。 
・ 重  み：計量器から発信されるパルスの重みです。 
・ 乗  率：計量器の乗率です。 
・ メータ値：計量器が現在表示している指針値です。 
・ 基本料金：この計量器で発生する基本料金です。課金に反映されます。 
・ 合  計：計量器を請求内容に含めるか含めないかをを選択します。 
・ 当 月 値：当月値です。 
・ 前 月 値：前月値です。 
・ メ  モ：メモとして自由に使えます。 

◇ テナント名称登録  
テナントコードに対して、テナントの名称を登録・修正します。 

◇ 自動検針日時設定  
自動検針を行う日・時を設定・修正します。時間は正時となりますので、分単位の設定はで

きません。計量器の種別ごとに自動検針日時を設定・修正でき、それぞれ検針を行う月と行

わない月を自由に設定・修正できます。 
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◇ 使用量率監視値設定  
計量器の種別ごとに、使用量率の上限値と下限値を設定・修正します。今回値を前回値と比

較、あるいは現在値と今回値を比較したときに、上限値を超えた場合や下限値に到達しない

場合、モニタ画面などで注意喚起の表示を行います。上限値か下限値のどちらか一方のみの

設定も可能です。値はパーセントで設定します。 
この項目は設定しなくてもかまいません。 

設定（課金情報） 

設定機能には、システムの設定と課金情報の設定があります。この項では、課金情報の設定につ

いて説明します。課金情報の設定には「種別名称設定」、「単価設定」、「固定費設定」、「共用費按

分率設定」、「共用グループ登録」および「計算方法等の設定」の６項目があります。システムの

設定については、前項をお読みください。 

◇ 種別名称設定  
計量器の種別を８種類まで自由に設定・修正します。設定・修正は「種別名称」「単位」およ

び「記号」です。「単位」は計量単位（kWh や m３など）で、「記号」は種別を記号表示する

ときに使用する英数字です。 

◇ 単価設定  
各計量器から得られた検針データから、使用料金を算定するための単価を設定・修正します。

単価は最大５段階に分けて設定でき、単一制か段階制かを選択できます。なお、基本料金（定

額料金）はメータ登録画面で設定・修正します。 
単一制と段階制： 

単価設定が１０m３まで２０円／m３、１０ m３を超えると２６円／m３の場合 
使用量８m３の時の料金計算 
[単一制]８m３×20 円／m３＝160 円 [段階制]８m３×20 円／m３＝160 円 
使用量１６m３の時の料金計算 
[単一制]16m３×26 円／m３＝416 円 [段階制]10m３×20 円／m３＋６m３×26 円／m３＝356 円 

◇ 固定費設定  
管理費のように、毎月一定の料金が課金される費用の料金を、テナントごとに設定・修正で

きます。設定・修正できる費目は４つまでです。なお、費目の名称はシステム設定時に自由

に登録することができますが、システム稼働後にお客様が変更することはできません。 

◇ 共用費按分率設定  
共用費のテナントごとの按分率（費用分担率）を、計量器別に設定できます。按分率は自由

に設定できるほか、使用量に応じて毎回変動する「使用量率」と、均等に割り付ける「均等」

の２種類が簡単に設定できます。「使用量率」を選択した場合は、使用量率の計算と按分率の

設定を、自動で行います。 
共用費按分の方法は、全体で共用する全体共用按分と、一部のテナントのみで共用する部分

共用按分の両方に対応しています。部分共用按分では最大１０グループまで設定可能です。 
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◇ 共用グループ登録  
共用の計量器に対して、全体共用とするか、部分共用とするかを設定・修正します。さらに

部分共用では、最大１０グループに分けられたグループの、どのグループに登録するかを設

定・修正できます。また、加算メータにするか減算メータにするかを選択できます。 

◇ 計算方法などの設定  
課金計算をするときに「切り上げ」「四捨五入」「切り捨て」のどの方法をとるかを設定・修

正できます。ただし、計算方法は１つしか選択できませんので、計量種別やテナントごとに

計算方法を変えることはできません。 
また、消費税率も設定・修正できます。 

データ出力 

本ソフトウェアには、データを CSV 形式でハードディスクやフロッピなどの媒体に出力するこ

とができます。また、データ全体をバックアップすることもできます。 

◇ データの出力  
・ 出力できるデータ種別： 

メータデータ、単価設定、テナントコード 
・ デ ー タ の 出 力 先： 

ドライブ・フォルダを任意に指定（パソコンのファイル保存と同じ操作） 
パソコンにフロッピーディスクドライブや MO ドライブが接続されていれば、それらのメディアに保存する

ことができます。 
・ デ ー タ 出 力 形 式： 

カンマ[，]区切り、セミコロン[；]区切り、TAB 区切り、固定長スペース区切り 
各区切り方式とも、項目名をつけることが可能です。 

◇ バックアップ  
任意のドライブに、バックアップが可能です。データ破損などが生じた場合などのデータ復

旧に使用できます。保存先はドライブで指定できますが、フォルダ単位での指定はできませ

ん。（フロッピーディスクやＭＤなどの外部記憶媒体にバックアップする場合、お客様でご準

備下さい。 

帳票作成（請求関連帳票） 

帳票作成では、請求関連帳票（請求書・領収書）と設定関連帳票（単価設定データなどの各種デ

ータ帳票）を作成することができます。この項では、請求関連帳票について説明します。請求関

連帳票には「請求書作成」と「請求金額一覧」の２つの項目があります。設定関連帳票について

は次項をお読みください。 
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◇ 請求書作成  
請求書作成では、請求書、領収書および請求及領収書控を作成することができます。作成し

た帳票は画面表示および印刷が可能ですので、画面表示で内容を確認してから印刷をするこ

とができます。ここでは、以下の設定が可能です。 
・ 月 分：何年何月の請求書・領収書かを設定します。 
・ 納期限：請求書の納期（年月日）を設定します。 
・ 請求者名称：請求者の名称を設定します。２つまで設定できます。 
・ 伝票出力先：帳票の種類と出力先を設定できます。帳票の種類は「請求書」、「領収書」

および「請求及領収書控え」から選択できます（複数選択可）。出力先は「画面」また

は「印刷」のどちらかを選択できます。また、「専用紙に伝票を出力する」をチェック

すると、カスタマイズされた形式で帳票を出力できます。 
・ 請求対象種別：請求する計量種別（電灯・ガスなど）を任意に選択できます（複数選択

可）。 
・ 計算方法等：計算方法設定画面で設定した消費税と端数処理（四捨五入など）を表示し

ます。変更は計算方法設定画面で行います。 

◇ 請求金額一覧  
請求金額の一覧を作成します。 

帳票作成（設定関連帳票） 

帳票作成では、請求関連帳票（請求書・領収書）と設定関連帳票（単価設定データなどの各種デ

ータ帳票）を作成することができます。この項では、設定関連帳票について説明します。請求関

連帳票には「単価設定データ」、「テナント名称データ」、「登録データ」、「固定費按分データ」、「全

体按分率」および「部分按分率」の６つの項目があります。請求関連帳票については前項をお読

みください。 
設定関連帳票では、選択した項目について印字されます。以下に、各項目において印字される内

容を示します。なお、各項目ともヘッダ（一番上の行）として「データ名（テナント名称など）」、

「印字年月日時分」、「頁」が印字されます。 

◇ 単価設定データ  
単価設定データが印字されます。 

◇ テナント名称データ  
「№（連番）」、「テナントコード」、「テナント名称」を印字。 

◇ 登録データ  
「メカ№」、「テナントコード」、「種別」、「桁数」、「重み」、「メータ値」、「基本料金」および

「合計」を印字。 
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◇ 固定費設定データ  
「テナントコード」、「テナント名称」、「固定費１」、「固定費２」、「固定費３」および「固定

費４」を印字。なお、固定費１～４はシステム稼働時に設定した名称が印字されます。 

◇ 全体按分率  
「テナントコード」および「種別１～８の名称および按分設定」を印字。なお、種別１～８

の名称は課金設定の種別設定画面で設定した名称（電灯、ガスなど）が、また、按分設定は

課金設定の共用費按分率設定で設定した内容（均等・使用量率・固定）が印字されます。 

◇ 部分按分率  
部分按分率が印字されます。 

群管理機能 

最大 31 台の検針装置を１台のホストで集中管理できる、群管理機能があります。各検針装置ご

とに「施設名称」「インタフェース」および「動作モード」を設定できます。インタフェースはシ

リアル、LAN、モデムから選択します。 
処理方法は、任意の検針装置のデータを一斉に回収する一斉処理と、検針装置を選択して細かく

処理する選択処理が可能です。選択処理では、選択された検針装置について、自動検針から帳票

作成まで、前述した全ての設定・登録・修正が可能です。 

その他 

システム設定時などにメンテナンス担当者あるいは設置業者が設定するカスタマイズ画面があり

ます。この内容はお客様が設定することはできません。 

◇ バージョン情報  
ソフトのバージョンが表示されます。また、ライセンシーの社名および部署と、ソフトのシ

リアルナンバーを設定できます。 

◇ 動作モード設定  
動作モードを設定します。モードは「MU-5Ⅱx 互換モード」、「PLC-11 モード」および「MU-5
Ⅲ互換モード」からひとつを選択します。「MU-5Ⅱx 互換モード」ではサテライトを LON
と KU から選択できます。「MU-5Ⅲ互換モード」ではサテライト選択のほかに社外ホストへ

の通信速度を選択できます。また、「PLC-10 互換モード」ではデータレシーバＣＴ数を選択

できます。 
このほか、請求書発行機能と検針装置アドレスを設定できます。 
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◇ システム設定  
「検針装置との通信」、「フォルダ設定」および「背景色」を設定できます。 
「検針装置との通信」では「シリアルポート」、「LAN」または「モデム」からひとつを選択

して、ポート、アドレス、電話番号など通信に必要な情報を設定します。なお、「LAN」は

ネットワークインターフェースが、「モデム」は電話モデムがパソコンに内蔵されていないと

設定できません。 
「フォルダ設定」では「MU システムフォルダ」と「データ出力先」をフォルダ単位で設定

できます。 
「背景色」は４８色から任意の１色を選択します。 

◇ 名称設定  
「固定費名称」、「テナント呼称」および「部分共用名称」を設定できます。固定費名称は最

大４つ、部分共用名称は最大 10 個まで登録できます。 

◇ データ管理  
「全データの書き込み」および「全データの読み込み」が行えます。書き込みはパソコンか

ら検針装置へ、読み込みは検針装置からパソコンへ全てのデータを転送します。初期設定時

などに利用します。 

◇ アラーム処理  
「アラームとする連続通信エラー回数」と「アラーム時の自動検針方法」を設定できます。

アラーム時の自動検針方法は「当該サテライト／端末のみ除外」、「検針装置内の最新指針値

を使用」、「全サテライト／端末の自動検針を中止」および「アラーム発生回線の自動検針を

中止」から選択できます。 
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検針装置専用プリンタ 

◇ 印字内容の概要  
各印字項目と印字内容は以下の通りです。なお、印字は「通常モード」と「設定内容印字モ

ード」があり、操作部のボタン操作でモードを変更します。 

検 針 チ ェ ッ ク 
印字 

最新の検針値をメータごとに

印字します。 
印字年月日時分、テナントコード、 
テナント名称、メカ№、種別、当月値、 
前 月 値 、 乗 率 、 使 用 量 、 単 価 、 
従量料金、基本料金、使用料金 

マ ニ ュ ア ル 
検針実行 

実行レポートを印字します。 実行報告、実行月日時分、印字説明 

検 針 デ ー タ 
印字 

最新の検針日をメータ種別

ごとに印字します。 
印字年月日時分、 
メータ種別と最新検針日 

自動検針実行 実行レポートを印字します。 実行報告、実行月日時分、印字説明 
電池異常印字 バックアップ用の電池に 

異常が発生したときに印字 
します。 

異常発生月日時分 

停復電印字 停復電が発生したときに 
印字します。 

停電月日時分、 
復電月日時分 

通
常
モ
ー
ド 

サ テ ラ イ ト 
異常印字 

16／4 点端末との通信に 
異 常 が 発 生 し た と き に 
印字します。 

異常発生月日時分、 
異常端末の回線およびアドレス 

メータ登録 メータごとに登録データを 
印字します。 

印字年月日時分、テナントコード、 
メカ№、種別、桁数、乗率、パルス重み、

メータ値、当月値、基本料金 
テナント登録 テナントごとに固定費と按分

率を印字します。 
印字年月日時分、テナントコード、テナン

ト名称、固定費額（４種）、按分率（８種） 
単価設定 メータ種別ごとの単価設定

データ、自動検針日設定内

容、消費税率を印字します。 

印字年月日時分、種別、単位、単価およ

び使用量設定値、計算方法、自動検針

設定日、自動検針実行月、消費税率 
モード開始 設 定 内 容 印 字 モ ー ド に 

なったときに印字します。 
モード、 
解除方法 

設
定
内
容
印
字
モ
ー
ド 

モード解除 設定内容印字モードが解除

されたときに印字します。 
モード解除 

 

印 字 
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◇ 印字例  
以下に、各印字例を示します。実際の用紙は幅 52 ㎜で、印字幅は 48 ㎜、行送りは１行あた

り約 2.6 ㎜です。なお、印字例の字体や文字間隔などは実物と異なります。また、メータ種

別は 8 種類まで設定可能で、印字例では「電 20A」「電 40A」「動力」「ガス」「水道 40」「水

道 75」「熱量」と設定しています（残り 1 種類は未設定）。「テナント」の文字も「フロア」

や「区画」など自由に設定できますが、ここでは「テナント」と設定しています。 

 検針チェック印字  

 
◇◇ 検針チェック ◇◇   ······· 表題 

     01年02月03日04時05分 ······· 印字年月日時分 

 

  テナントコード   000001 ······· テナントコード 

  名 称 和菓子屋     ······· テナント名称 

 

 ［検針値］          

  メカ№        10011 ······· メータの№ 

  種  別     電20A  ······· メータの種別 

  当 月 値       00906 ······· 現在の指針値 

  前 月 値       00789 ······· 直近の検針値（検針データ印字の当月値に相当） 

  乗  率       0001 ······· メータ乗率 

  使 用 量        117 ······· 直近の検針日から現在までの使用量 

  単  価        ― ······· 単一制は金額、段階制は「―」 

  従量料金       1919 ······· 直近の検針日から現在までの従量料金 

  基本料金        520 ······· 基本料金 

  使用料金       2439 ······· 直近の検針日から現在までの使用料金 

  －－－－－－－－－－－－－······· 仕切線 

  メカ№        10013 

       ：  

       ： 以降、このテナントに設置されているメータごとに 

       ： データ（メカ№～使用料金）が表示されます。 

  基本料金       1000 

  使用料金       1100 

 

［使用料金］          

  電20A         2439 

  動力         7679 

  ガス         2299 このテナントのメータ種別ごとに使用料金の合計が 

  水道40        44850 表示されます。 

  熱量         1100 

  －－－－－－－－－－－－－ 

  小  計       58367 ······· このテナントの使用料金の合計 

 

［合計］ 

  使用料金       58367 ······· ［使用料金］の小計と同じ額 

  固定費        58000 ······· このテナントに設定されている固定費の合計 

  共用費          0 ······· このテナントに設定されている共用費の合計 

  －－－－－－－－－－－－－······· 仕切線 

  合計        116367 ······· 使用料金～共用費 の合計 

  消費税        5818 ······· 合計にかかる消費税 

  －－－－－－－－－－－－－······· 仕切線 

  税込合計      122185 ······· 合計と消費税の合計 

 ―――――――――――――――····· テナント仕切線 

    （次の頁に続く） 
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  テナントコード   000002 

  名 称 パン屋 

 

 ［検針値］          以降、上記 テナントコード～税込合計 がテナント数だけ 

  メカ№        20011 繰り返し表示されます。 

       ： 

       ： 

  税込合計       42350 

 ―――――――――――――――····· テナント仕切線 

 

 ［専用合計］        ······· テナントに関連づけられていない、専用のメータの 

  種  別     電20A   現在指針値が、メータ種別ごとに表示されます。 

  使 用 量        468 

  従量料金       7676 

  基本料金       2080 

  使用料金       9756 

 

  種  別     電40A 

       ： 

       ： 

  使用料金       5500 

 

 

 マニュアル検針実行  

 

マニュアル検針実行しました。 ······· 実行報告 

01月02日03時04分       ······· 実行月日時分 

印字する場合は［検針データ印字］····· 印字説明 

を選択し［実行］ボタンを押してく 

ださい。 

 

 

検針チェック印字は、現在の指針値を確認するのに有

効です。印字では現在の指針値が「当月値」、直近の検

針値（検針データ印字の当月値）が「前月値」となり

ますが、このデータは印字後に破棄されて、直近の検

針値が当月値、その１回前が前月値として復帰します。
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検針データ印字  

 

◇◇ 検針データ ◇◇     

     01年02月03日04時05分 ······· 印字年月日時分 

 ［検針日］          

 

  電20A   02月03日03時02分 

  電40A   02月03日03時02分 

  動力   02月03日03時02分 メータ種別ごとの検針日 

  ガス   02月03日03時02分 

  水道40  02月03日03時02分 

  水道75  02月03日03時02分 

  熱量   02月03日03時02分 

 

 ―――――――――――――――····· 仕切線（以下検針データ） 

 

  テナントコード   000001 ······· テナントコード 

  名 称 和菓子屋     ······· テナント名称 

 

 ［検針値］          

  メカ№        10011 ······· メータの№ 

  種  別     電20A  ······· メータの種別 

  当 月 値       00906 ······· 直近の検針値 

  前 月 値       00789 ······· 当月値の１回前の検針値 

  乗  率       0001 ······· メータ乗率 

  使 用 量        117 ······· 今回の使用量（当月値―前月値） 

  単  価        ― ······· 単一制は金額、段階制は「―」 

  従量料金       1919 ······· 今回の従量料金 

  基本料金        520 ······· 基本料金 

  使用料金       2439 ······· 今回の使用料金 

  －－－－－－－－－－－－－······· 仕切線 

  メカ№        10013 

       ：  

       ： 以降、このテナントに設置されているメータごとに 

       ： データ（メカ№～使用料金）が表示されます。 

  基本料金       1000 

  使用料金       1100 

 

［使用料金］          

  電20A         2439 

  動力         7679 このテナントのメータ種別ごとに使用料金の合計が 

  ガス         2299 表示されます。 

  水道40        44850 

  熱量         1100 

  －－－－－－－－－－－－－ 

  小  計       58367 ······· このテナントの使用料金の合計 

 

［合計］ 

  使用料金       58367 ······· ［使用料金］の小計と同じ額 

  固定費        58000 ······· このテナントに設定されている固定費の合計 

  共用費          0 ······· このテナントに設定されている共用費の合計 

  －－－－－－－－－－－－－······· 仕切線 

  合計        116367 ······· 使用料金～共用費 の合計 

  消費税        5818 ······· 合計にかかる消費税 

  －－－－－－－－－－－－－······· 仕切線 

  税込合計      122185 ······· 合計と消費税の合計 

 ―――――――――――――――····· テナント仕切線 

    （次の頁に続く） 
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  テナントコード   000002 

  名 称 パン屋 

 

 ［検針値］          以降、上記 テナントコード～税込合計 がテナント数だけ 

  メカ№        20011 繰り返し表示されます。 

       ： 

       ： 

  税込合計       42350 

 ―――――――――――――――····· テナント仕切線 

 

 ［専用合計］        ······· テナントに関連づけられていない、専用のメータの 

  種  別     電20A   検針値が、メータ種別ごとに表示されます。 

  使 用 量        468 

  従量料金       7676 

  基本料金       2080 

  使用料金       9756 

 

  種  別     電40A 

       ： 

       ： 

  使用料金       5500 

 

 自動検針実行  

 

自動検針実行しました。    ······· 実行報告 

01月02日03時04分       ······· 実行月日時分 

印字する場合は［検針データ印字］····· 印字説明 

を選択し［実行］ボタンを押してく 

ださい。 

 

 電池異常印字  

 

01月02日03時04分       ······· 異常発生月日時分 

電池異常            

 

 停復電印字  

 

＜停電＞01月02日03時04分    ····· 停電月日時分 

＜復電＞01月02日03時05分    ····· 復電月日時分 

 

 サテライト異常印字  

 

01月02日03時04分       ······· 異常発生月日時分 

サテライト通信異常       

 回線：2 アドレス：001   ······· 異常のおきた端末を示す回線番号とアドレス 
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ホストからのプリンタ出力 

◇ 印字内容の概要  
各印字項目と印字内容は以下の通りです。 

請求書作成 請求書や領収書をテ

ナント別に印字しま

す。 
１枚に１テナントず

つ印字されます。 

月分、テナントコードおよび名称、発行日、

検針日（メータ種類別）、メカ№、種別、 
当月値、前月値、乗率、使用量、単価、 
従量料金、基本料金、使用料金、固定費、 
共用費、小計、合計、消費税、税込合計金額、

納期限、請求者名 
請求金額一覧作成 テナントごとの一覧

にして印字します。 
印刷年月日時分、テナントコード、種別、 
共用料金合計、小計、合計、消費税、 
合計金額 

単価設定データ 各列メータ種別ごと

に印字します。 
印刷年月日時分、種別、単価、使用量、 
計算方式（単一制／段階制） 

テナント名称データ 各行テナントごとに 
印字します。 

印刷年月日時分、メカ№、テナントコード、

テナント名称 
メータ登録データ 各行メータごとに 

印字します。 
印刷年月日時分、メカ№、テナントコード、

種別、桁数、重み、乗率、メータ値、 
基本料金、合計 

固定費設定データ テナントごとに印字

します。 
印刷年月日時分、テナントコード、テナント

名称、固定費の名称 
全体按分率 テナントごとに印字

します。 
印刷年月日時分、テナントコード、メータ 
種別、按分方法、按分率 

部分按分率 テナントごとに、各メ

ータ種別の按分設定

内容を印字します。 

テナントコード、テナント名称、メータ種別、

全体共用按分率、部分共用按分率（グループ

１～１０） 

◇ 印字例  
以下に、各印字例を示します。なお、ご使用になるパソコンやプリンタによって、印字例と

実際の印字物で字体や字間などの体裁が変化する場合があります。あらかじめご了承下さい。

また、印字は初期状態で A4 サイズ縦方向です。以下の印字例は縦約７０％、横約７０％に

縮小してあります。印字用紙やサイズは、パソコンのプリンタドライバやプリンタ本体の設

定によって拡大／縮小が可能です（ただし拡大／縮小機能がない場合もございます）。 
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 請 求 書  

 
 

 領 収 書  

上記請求書の「請求書」の文字が「領収書」に、「請求申し上げます」の文字が「領収いたし

ました」になって印刷されます。 

 請求及領収書控  

上記請求書の「請求書」の文字が「請求及領収書控」になり、「右の料金を請求申し上げます。」

の文が削除されて印刷されます。 
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 請求金額一覧  

 

 



 

 平成 19 年 11 月作成 (W00TK)  V1.0 

 
 

お願い 
● 記載内容は設計変更その他の理由により、ご連絡申し上げることなく変更させていただくことがありますので、お

手数ではございますが、お引き合いの際は当社（代理店）販売担当者にご確認くださるようお願い申し上げます。 
● 本製品をご使用になる際には必ず添付の取扱説明書をお読みください。 
● 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは禁止します。 
 


